




I ライン

見えにくいため鏡を使いながら自己処理をしていきましょう。
※下に鏡を置き、その上にまたがるような体勢になると I ラインの後ろまで見ることができます。
※自己処理をする前に、目と手触りでムダ毛の位置を確認しましょう。
※シェーバーを肌に強く当て過ぎないようにしましょう。

Step.01

Vラインよりも粘膜に近く、トラブルのリスクも高いので十分に注意して自己処理をしましょう !

Oライン

肉眼ではみることができないので、処理するときは、I ラインと同じように鏡を下に置きます。
鏡の上にまたがり、Oラインが見えやすいようにします。

Step.01

手前に引くように肌に当てシェービングします。鏡で確認しながら、繰り返します。
尾骨付近も産毛が残りやすいので肌にシェーバー（カミソリ）を当てゆっくり動かし剃ります。

※肛門に近いほど肌がデリケートなので、手と目でしっかりと、どのあたりに、どのくらいの毛
　が生えているのかを確認しながら自己処理をしましょう。
※鏡を使っても見えないところは、手の感覚を頼りに慎重に処理してください。

Step.02

赤ちゃんのポーズまたがるポーズ 横向きポーズ

Oライン脱毛する際のオススメ体勢

Step.03
開脚し、電気シェーバー（カミソリ）を持っていない手
で、皮膚を外側に引っ張りながら慎重に剃りましょ
う。
※粘着力を少し取ったガムテープなどで肌について
いる毛を取りながら確認すると、残っている毛を鏡
で確認することが出来ます。

Oライン

粘膜部分は照射不可

毛の流れ

手で皮膚をピンと張る

I ラインの範囲
粘膜ギリギリの部分
まで照射できます。


